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白川 静 (Shirakawa Sizuka)

漢字の起源を仲介とした世界観の提示
古代中国世界から日本へ
甲骨文字（骨に刻む）･金文（青銅器に刻む）
体系的かつダイナミック
物語性がある。想像力の大いなる刺激。

人は何を考え、何を畏れ、そして何で支えら
れてきたか。

「漢字」はそれ自身の体系をもち世界観を
もっている。



1970年の初版
40年前だが書棚

に発見



愛

• 後ろを顧みて立つ人の形と心との会意字。後
ろに心を残しながら、立ち去ろうとする人の姿
を写したものであろう。….. 愛とは心意の定ま

らぬ、おぼろげな状態をいう語であるから、曖
などみなその声義を承ける。

--白川静「字統」平凡社より—



白川説：まさかりの刃を下にした形
武器ではなく、王位を示すシンボル
として玉座の前に置かれた。

後漢の許慎による字書「設文解字」の説：
天･地･人の3才を貫きこれを治める者
当時の時代風潮をもって解したもの

鉞の霊力により異常な能力が与えられ
動物の獣性を得る。日常性からの逸脱
「風狂」

「白川静さんに学ぶ漢字は怖い 」小山 鉄郎 (著) 共同通信社

『王』の起源



数学も世界観を与える源泉の一つ



数学とは？

世界観の提示

ものの見方におけるコペルニクス的転回

ニュートン的世界観

部分を拡大すると

フラクタル的世界観

再び同じ

微分可能 vs  微分不可能

予測・分析可能な世界 vs  還元的世界観の破綻



カリフラワー（ロマネスコ） これは写真？

自己相似性：拡大しても元と同じ
経済指標スケール則：１分の挙動＝１日の挙動

部分と全体が入れ子構造
自己と非自己：自分を見ている自分は誰？

身の周りはフラクタルでいっぱい



見えないものを見る

格子戸から原子を見るモワレ技法



うなりとモワレ

• 時間うなりと空間モワレ

• チューニングとうなりの体験 YouTube





台所実験

京都の格子戸：2枚の格子戸を通り過ぎる時に「影」がさっと動く



上田良二さんのモワレ電顕像

６０年代では個々の原子は直接見え
ないが、モワレを使えば見える



伏見康二「紋様の科学」
数学セミナー連載記事

モリジブナイトの上にそれとよく似た銀の結晶をのせた



新たな想像力の源泉としての漢字と数学

• 漢字一つが3千数百年前の当時の生活と思
惟の仕方を反映

– 初形･初義に戻れば現代と想像力でつながる

– 世界模型としての複合文字（杉浦康平氏の表現）

• 数学（数理的見方）がもたらす新たな世界観

– 時間・空間を超越した視点を得られる

• 世の中を楽しくかつ普遍的にながめられる。

– 実体のしがらみを超えて、関係性の軽みへ
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